
                           

 

【事業の目的】 
 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を、秩父地域の 1 市４町（秩父市、

横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町）が連携して広域的な接種体制を確保する

ことにより、住民のワクチン接種の利便性向上を図ることを目的としています。 

 

【事業の内容】 
 １市４町及び秩父郡市医師会と「秩父地域一体となった新型コロナウイルス

感染拡大防止に向けた取組に関する覚書」を締結し、連携して広域的な接種体

制を確保していくものです。また、具体の共同事業として、ワクチン接種に当

たっての住民からの相談や予約受付を行うコールセンター設置と予約システム

の構築を行います。  

 

【事業年度】 
 令和２年度～令和３年度（２か年）  

 

【予算額（千円）】 
 ４４５，４１８千円（令和２年度～令和３年度）  

 うち  ４０，０００千円（令和２年度）  

 

【財源】 
 新型コロナウイルスワクチン接種実施費用国庫負担金（国）  

 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金（国）  

 新型コロナウイルスワクチン接種事業受託料（他）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 ワクチン接種にあたっては、対応できる医療機関や医師の数など、秩父地域
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の医療体制は十分ではないため、近隣市町村や秩父郡市医師会との連携は欠か

すことができません。  

そのような中、秩父地域の１市４町は、２００９年に協定締結していた「ち

ちぶ定住自立圏構想」に基づき、共通課題の１つである医療体制の確保につい

て、既に様々な事業において秩父郡市医師会はもちろん、医療機関とも連携し

て課題解決に向けた取組を進めてきました。そのような土台もあり、今回の広

域接種事業の実施は自然な流れとして進んでいきました。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 ○ワクチン接種にあたっては、住民票のある市町村で接種することが原則に

なっています。しかし、秩父地域にある医療機関の多くが秩父市に集中し

ているため、秩父市の医療機関を利用している４町の住民が多く、逆に秩

父市民も４町の医療機関を利用していることから、普段利用している医療

機関で接種できるという住民の安心と利便性向上に大きく貢献できます。 

 ○住民からの相談窓口であるコールセンターの設置や接種予約を受けるため

の予約システム構築といった多額の事業費がかかるため、共同で設置等を

行うことによる規模のメリットを享受できます。  

 ○医師等の派遣人数や依頼する集団接種日等の調整を１市４町で行うことに

より、秩父郡市医師会との連携を無駄なくスムーズに行うことができます。 

 ○中心となった秩父市には広域連携に伴う調整等の負担が発生することは否

めないものの、担当者同士の情報交換や役割分担による協力体制で膨大な

事務処理等を軽減でき、さらに首長同士の協力や意思疎通も図られやすい

というメリットもあります。  

 ○なお、テレビ紹介で“秩父方式”と呼ばれ、問合せも多くいただきました。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 ○全国民接種という非常に困難な事業であり、今後も課題は出てくることが

予想されますが、地域住民に円滑な接種ができるよう努めていきます。  

 

【参考資料】 

 秩父地域一体となった新型コロナウイルス  

感染拡大防止に向けた取組に関する覚書  

 

〔  連絡先  〕  

  保健医療部保健センター  0494-22-0648（直通）  

 



秩父地域一体となった新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取組に関する覚書 

 

 

 世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症は、秩父地域の住民生活にも多方面で脅

威を及ぼしている。今般、全国的にワクチン接種の目途が立ち、感染拡大防止に向けた本格

的な動きが出ていることを受け、ちちぶ定住自立圏により結束の固い秩父市、横瀬町、皆野

町、長瀞町及び小鹿野町（以下「１市４町」という。）と、秩父地域の医療現場を支える秩父

郡市医師会は、地域の全ての力を結集して感染拡大防止の取組を行い、住民の安全と安心の

ため、次のとおり覚書を締結する。 

 

 

（目的） 

第１条 １市４町及び秩父郡市医師会は、秩父地域での新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止に向け連携し、秩父地域の住民が安心して生活できるようにすることを目的とする。 

 

（連携姿勢） 

第２条 １市４町及び秩父郡市医師会は、それぞれの自主性を保持するとともに、感染拡大

防止に係る個別具体の事業内容に応じて連携するものとする。 

 

（取組に当たっての負担） 

第３条 １市４町及び秩父郡市医師会は、協力して事業をするに当たり、経費負担及び人的

負担をするものとする。 

 

（その他） 

第４条 この覚書に定めのない事項及び疑義が生じたときは、関係する団体が協議のうえ定

めるものとする。 

  



 

この覚書の証として本書６通を作成し、記名押印の上、各１通を保有するものとする。 

 

 

 

令和 ３年 １月１４日 

 

 

秩  父  市  長      久 喜 邦 康 印 

   

     

横  瀬  町  長      富 田 能 成 印 

   

     

皆  野  町  長      石木戸 道 也 印 

   

     

長  瀞  町  長      大 澤 タキ江 印 

   

     

小 鹿 野 町 長      森  真 太 郎 印 

   

     

秩父郡市医師会 長      井  上   靖 印 


